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　平成25年７月４日（木）から６日（土）までの３日
間，岡山コンベンションセンターにおいて第19回日本
遺伝子治療学会学術集会（The 19th Annual Meeting 
of JSGT）を会長として開催させていただきましたの
で，ご支援いただきました岡山大学消化器外科学
（旧 第一外科）同門の先生方や関連病院の方々に心か
ら感謝申し上げるとともに，その概要を報告させてい
ただきます．
　日本遺伝子治療学会は，がん，心血管系疾患，先天
性・後天性遺伝性疾患など広い範囲の疾患を対象に，
遺伝子工学技術を用いた先進的な治療の臨床応用を目
指して発足された学会であり，現在は大阪大学大学院
医学系研究科分子治療学講座遺伝子治療学分野の金田
安史教授が理事長として運営されています．第１回学
術集会は，平成７年（1995年）に東京大学名誉教授 高
久史麿先生（前 自治医科大学学長，日本医学会会長）
を会長として東京大学安田講堂で開催されました．以
後，東京での開催が続きましたが，平成15年（2007
年），第13回の名古屋開催で東京を離れ，今年は第19回
を迎えました．もちろん，岡山の地での開催は初めて
であります．今年，第15回となる米国遺伝子細胞治療
学 会（The American Society of Gene & Cell 
Therapy；ASGCT）やヨーロッパ遺伝子細胞治療学会
（The European Society of Gene and Cell Therapy；
ESGCT）よりその歴史は古く，最近ではベクター開発
や遺伝子導入技術による治療研究だけではなく，iPS
（induced pluripotent stem）細胞をはじめとする細胞
治療領域の発表も飛躍的に増えてきております．
　遺伝子治療分野において基礎研究者と臨床を担う医
師の協働は極めて重要であり，まさに遺伝子治療は遺
伝性疾患から癌に至るまでの多くの疾患を対象とした
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トランスレーショナル・リサーチそのものとも言えま
す．1990年に先天性アデノシンデアミナーゼ（ADA）
欠損症に対して始まった遺伝子治療の臨床応用は，多
くの臨床研究や臨床試験によって，その安全性や有効
性に関する様々な情報が蓄積されてきました．しかし，
市場展開されている遺伝子治療医薬品は，残念ながら
世界中で中国以外にはまだ存在しませんでした．それ
が学術集会の準備をしていた昨年，リポ蛋白質リパー
ゼ欠損症（lipoprotein lipase deficiency；LPLD）に対
する遺伝子治療薬が，西側諸国で初めて欧州委員会の
認可を受けました．私たちは，遺伝子治療薬を研究か
ら医療に進化させるために，規制当局からも学術集会
に参加いただき討論いただきたいと計画しておりまし
たので，非常にタイムリーな出来事でした．
　第19回日本遺伝子治療学会学術集会のメインテーマ
を，「遺伝子治療の未来：想像から創造への飛躍（The 
future of gene therapy：The leap from imagination to 
the creation）」としました．あったらいいなと想う治
療を現実のものに変えていくために，参加いただく皆
さんで科学的，倫理的，制度的なハードルを克服して
いこうというメッセージです．
　学術集会初日は，教室員が作成した Sarah Brightman
の荘厳な音楽に乗ったWelcome Movie で始まりまし
た．本学術集会の特徴は，19年前の第１回から抄録集
は全て英語であり，特別講演やシンポジウムなどの発
表や討論が英語で行われることです．口演発表もでき
るだけ英語での発表が推奨されており，最近は各学会
が国際化を進めていますが，小さい学会ながらもその
先駆けであったと思います．今回も，アメリカやアジ
ア諸国の海外から，11名の遺伝子治療分野の専門家を
招聘しました．まず，「Plenary Session」では，公募演
題の中から厳選された分野横断的な６題が発表されま
した．理事長講演では，金田理事長が欧州での遺伝子
治療薬の承認に言及され，遺伝子治療の明るい未来に
ついて会員への強いメッセージを発信されました．日
本分子イメージング学会との共催によるシンポジウム
「遺伝子導入技術に基づく分子イメージング」では，
今年の第８回分子イメージング学会総会 大会長の近
藤科江先生（東京工業大学 教授）をはじめ，日米の５
名の専門家の先生方から遺伝子治療の基盤となる遺伝
子導入技術を応用した最先端の分子イメージング技術
を紹介していただきました．
　学術集会２日目には，「Cancer Gene Therapy：Two 
Decades and Future」と題した会長講演で，1991年の
留学以来，私が約20年間取り組んできたアデノウイル
スを用いた遺伝子治療医薬品の開発の経緯を紹介させ
ていただきました．メインシンポジウム「遺伝子治療
薬の審査体制の課題と将来：日米の現況」では，米国
食品医薬品局（US Food and Drug Administration；
FDA）の生物製剤の審査官であるDr. Denise K. 
Gavin，前（独）医薬品医療機器機構レギュラトリー
サイエンス推進部の荒戸照世先生（現 北海道大学大学
院 教授），厚生労働省医薬食品局審査管理課の宮田俊
男先生などに参加いただき，日米における審査制度の
現状と問題点について貴重な意見をいただくことが出
来ました．長く暗黒時代にあった抗体医薬品の開発も，
１薬剤の承認から大きくブレークしました．遺伝子治
療にもこういった明るい未来が期待できると感じるこ
とができました．
　学術集会３日目には，「Asian Cancer Symposium」
として，中国，韓国で積極的に臨床応用が進む癌の遺
伝子治療医薬品の開発状況を報告いただきました．ま
た，シンポジウム「再生医療」では，iPS 細胞の初め
ての臨床応用である加齢黄斑変性に対する臨床研究が
厚生労働省に承認されたばかりの高橋政代先生（理研
発生・再生科学総合研究センタープロジェクトリーダ
ー）に最新の研究内容と将来展望を講演いただき，フ
ロアからも活発な質問が飛び交いました．
　特別講演は，来年2014年の米国遺伝子細胞治療学会
（ASGCT）会長のDr. David W. Russell による
「Genetic engineering of human pluripotent stem cells」，
Dr. Denise K. Gavin（US FDA）による「Gene therapy
－ Past and present」，Dr. John J. Nemunaitis（Mary 
Dr. Gavin 特別講演
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Crowley Cancer Research Center）による「Gene based 
vaccines：Insights from ongoing trials」など４講演が
行われました．また，教育講演では，澤芳樹先生（大
阪大学大学院心臓血管外科学 教授）による「重傷心不
全に対する細胞シートを用いた心筋再生治療法」，川上
浩司先生（京都大学大学院薬剤疫学分野 教授）による
「臨床研究の潮流と臨床疫学・薬剤疫学の発展」，田中
桜先生（厚生労働省疾病対策課）による「難治性疾患
克服に向けた厚生労働省の取り組み～基礎研究から
臨床応用へのアプローチ～」の３講演が行われまし
た．さらに，110題の一般演題では，口頭発表とポスタ
ー発表が活発な議論とともに行われました．
　学会期間中は，特別展示「日本の遺伝子治療の今ま
で，そしてこれから（A History of Gene Therapy and 
the Future）」と題して，これまで日本で行われた遺伝
子治療の臨床研究の歴史をパネルおよび映像として展
示し，多くの先生方から称賛のお言葉をいただきまし
た．共催セミナーでは企業の方々にご支援いただき，
ゲノム解析，遺伝子解析から遺伝子治療実験にも対応
した動物（ブタ）センターまで幅広いトピックスを取
り上げるとともに，３日間日替わりで和洋中選べるラ
ンチを楽しんでいただきました．また，学術集会に参
加された先生方に岡山のすばらしさをより深く知って
もらおうと，第１日目にポスター会場で行われた「Get-
Together」では岡山Ｂ級グルメを堪能していただきま
した．第２日目の全員懇親会では，全日空ホテルの19
階から岡山の素晴らしい夜景を堪能いただくととも
に，参加者全員で岡山名物「うらじゃ」を踊って親睦
を深める事が出来ました．
　最後になりましたが，第19回日本遺伝子治療学会学
術集会の開催に際して，岡山大学消化器外科学（旧 第
一外科）同門ならびに関連病院の先生方，学術集会準
備・運営に携わっていただいた消化器外科スタッフ，
大学院生，秘書の方々，特に用意周到に準備を進めて
きた香川俊輔先生，田澤大先生，元木崇之先生，笹本
佳代嬢にこの場をお借りして厚く御礼申し上げます．
Dr. Russell に座長の小澤敬也先生から特別講演の感謝状 うらじゃ踊り
Dr. Sobol と Dr. Yun を囲んでスタッフと
